
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
に
つ
い
て

︱
︱
﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
の
所
収
の
一
本
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

小

椋

愛

子

一
、
は
じ
め
に

﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
諸
本
の
中
に
は
、
連
歌
伝
書
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
収
録
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
の
諸
本
は
、
三
形
態

＝
二
十
三
巻
本
、
二
十
巻
本
︵
二
十
三
巻
本
の
巻
三
・
十
・
十
一
が
欠
巻
︶、﹁
榻
鴫
暁
筆
抄
﹂
︵
別
名
﹁
暁
筆
抄
﹂
、
以
下
、﹁
抄
本
﹂
と
す
る
。

二
十
三
巻
本
の
巻
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
八
・
十
九
・
二
十
が
欠
巻
︶
が
知
ら
れ
て
お
り
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
は
、
二
十
三
巻
本
の
巻

十
五
﹁
食
事
﹂
の
末
尾
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。︵
二
十
巻
本
で
は
、
特
定
の
三
巻
を
欠
く
た
め
、
巻
十
二
に
該
当
す
る
。
︶
ま
た
、﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄

諸
本
で
、
二
十
三
巻
本
、
二
十
巻
本
で
は
、
こ
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
所
収
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
と
が
混
在
し
て
お
り
、﹁
抄
本
﹂
で

は
、
管
見
に
入
っ
た
中
で
は
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。﹁
食
事
﹂
の
巻
と
い
う
全
く
関
係
の
な
い
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
後
か
ら
の
挿
入
と
も
考
え
ら
れ
る(１

)

が
、
連
歌
伝
書
が
一
冊
全
て
、
説
話
集
に
収
録
さ
れ
、
な
お
、
そ
れ
が
一
冊
の
説
話
集
と
し
て
書
写

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
諸
本
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
を
考

察
し
た
い
。
次
章
で
述
べ
る
が
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
自
体
の
先
行
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
ま
ず
は
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
諸
本
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を
分
類
し
、
比
較
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。
ま
た
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
引
か
れ
る
句
か
ら
、
そ
の
成
立
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。

二
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
つ
い
て

こ
こ
で
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
先
行
研
究
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
自
体
を
論
じ
た
論
文
は
管
見
の
限
り
で
は

確
認
で
き
ず
、﹃
宗
養
連
歌
伝
書
集
﹄︵
古
典
文
庫(２

)

︶
の
翻
刻
の
解
説
や
辞
典
︵﹃
俳
諧
大
辞
典
﹄
、﹃
俳
文
学
大
辞
典
﹄、﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄

等
︶
の
立
項
の
み
で
あ
る
。

辞
典
類
の
記
述
か
ら
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
は
、
奥
書
に
二
系
統
あ
る
こ
と
、﹁
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半
と
内
容
が
同
一
の
た
め
、
後
半
が
独

立
し
て
流
布
し
た
も
の
と
も(３

)

﹂
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
﹁﹃
宗
長
て
に
は
﹄
の
類
本(

４
)

﹂
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
ず
は
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
を
比
較
・
分
類
し
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
有
り
様
や
他
書
と
の
関
係
を
も
考
察
し
て
み
た
い
。

三
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
今
回
考
察
す
る
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
諸
本
の
確
認
を
し
て
お
く
。﹁
静
嘉
堂
本
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
静
嘉
堂
文
庫
﹂
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、﹃
国
書
総
目
録
﹄
の
誤
り
で
、
所
蔵
し
て
い
な
い
と
の
回
答
を
文
書
で
賜
り
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
﹁
京
都
大
学
付
属

図
書
館
蔵
谷
村
本
﹂
は
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
他
、﹃
秘
袖
抄
﹄、﹃
世
俗
﹄
等
か
ら
抜
き
だ
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
内
容
も
大
き
く
異
な

り
、
奥
書
も
な
い
た
め
、
除
外
し
た
。

﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
は
、
巻
末
の
記
載
と
そ
の
内
容
︵
項
目
数
︶
か
ら
大
き
く
二
系
統
に
分
類
で
き
る
。
ま
ず
は
、
︵
本
︶
奥
書
に
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基
づ
い
て
分
類
を
し
た
。
ま
た
、
同
じ
系
統
の
中
で
も
奥
書
で
さ
ら
に
分
類
が
で
き
る
。
諸
本
の
分
類
と
、
そ
の
本
奥
書
、
奥
書
を
次
に
記
す
。

第
一
類
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
︵︵
本
︶
奥
書
に
﹁
宗
養
﹂
の
名
を
有
す
る
も
の
︶

︵
Ａ
︶
類

︵
奥
書
に
﹁
玄
仲
﹂
の
名
を
有
す
る
も
の
︶

①
広
島
大
学
文
学
部
国
文
科
研
究
室
蔵
本
︵
以
下
、﹁
広
島
大
学
本
﹂
と
す
る(５

)

︶

本
奥
書
﹁
此
外
雖
多
先
書
抜
進
覧
之
候
。
努
々
不
可
有
他
見
者
也
。

四
月
三
日

宗
養
﹂

奥
書

﹁
此
一
冊
者
、
近
衛
禅
閤
龍
山
公
、
毛
利
入
道
前
中
納
言
宗
瑞
江

被
遊
遣
次
書
写
畢
。
慶
長
十
八
年
極
月
中
旬

玄
仲
﹂

②
林
田
良
平
氏
蔵
蝸
牛
廬
文
庫
本
︵
以
下
、﹁
蝸
牛
廬
文
庫
本
﹂
と
す
る
︶︻
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
︼

本
奥
書
﹁
此
外
雖
多
先
書
抜
進
覧
之
候

努
々
不
可マ

マ

他
見
者
也

四
月
三
日

宗
養
﹂

奥
書

﹁
此
一
冊
者

近
衛
禅
閤
龍
山
公

毛
利
入
道
前
中
納
言
宗
瑞
ヘ

被
遊
遣
次
書
写
畢

慶
長
十
八
年
極
月
中
旬

玄
仲
﹂

︵
Ｂ
︶
類

︵
奥
書
に
﹁
玄
仲
﹂
の
名
が
見
え
な
い
も
の
︶

③
明
治
大
学
付
属
図
書
館
蔵
毛
利
文
庫
本
︵
以
下
、﹁
明
治
大
学
本
﹂
と
す
る
︶
︻
明
治
大
学
図
書
館
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
Ｃ
Ｄ
︱

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
︼

本
奥
書

な
し

奥
書

﹁
此
外
雖
多
之
先
書
抜
進
覧
之
候

努
々
不
可
有
他
見
者
也

四
月
三
日

宗
養
判
﹂

④
妙
法
院
本

︻
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
︼

本
奥
書
﹁
此
外
雖
多
之
先
書
抜
進
覧
之
候

努
々
不
可
有
他
見
者
也

四
月
三
日

宗
養
判
﹂

奥
書

﹁
此
一
冊
以
直
衆
庵
本
率
写
之
了

時
元
和
七
年
五
月
上
澣
日
﹂

第
二
類
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
︵
奥
書
に
﹁
玄
仍
﹂
の
名
を
有
す
る
も
の
︶
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︵
ａ
︶
類(

６
)

⑤
富
山
県
立
図
書
館
蔵
・
志
田
文
庫
本

奥
書
﹁
天
正
六
霜
月
下
旬

玄
仍
﹂︻
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
︼

⑥
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
斑
山
文
庫
本

奥
書
﹁
天
正
六
霜
月
下
旬

玄
仍
﹂︻
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
︼

⑦
柿
衞
文
庫
本

本
奥
書
﹁
天
正
六
霜
月
下
旬

玄
仍
﹂
奥
書
に
﹁
昭
和
九
年
﹂
に
写
し
た
と
の
記
事
あ
り
︶︻
国
文
学
研
究
資
料
館
・
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
︼

︵
ｂ
︶
類

︵
奥
書
に
玄
仍
の
名
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
記
述
が
二
箇
所
あ
る
も
の
︶

⑧
﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
に
所
収
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄︵
以
下
、﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
と
す
る(７

)

︶

こ
の
よ
う
に
、
奥
書
の
形
式
で
系
統
を
分
類
し
た
が
、
こ
の
分
類
は
諸
本
の
本
文
を
比
較
し
た
と
き
の
異
同
と
も
一
致
し
て
い
る
。
内
容
と

の
関
連
は
後
述
す
る
。
奥
書
等
の
人
物
を
見
る
と
、
宗
養
、
玄
仲
、
玄
仍
と
年
代
の
隔
た
り
が
あ
る
。
生
没
年
を
挙
げ
る
と
、
宗
養
は
、
大
永

六
年
︵
一
五
二
六
︶
～
永
禄
六
年
︵
一
五
六
三
︶。
さ
ら
に
、
第
一
類
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
︵
Ａ
︶
の
奥
書
に
見
ら
れ
る
﹁
玄
仲
﹂
は
後
述
す
る
﹁
玄

仍
﹂
の
弟
で
天
正
六
年
︵
一
五
七
八
︶
の
生
ま
れ
で
、
奥
書
に
あ
る
﹁
慶
長
十
八
年
﹂
は
三
十
五
歳
に
あ
た
る
。﹁
玄
仲
﹂
は
﹁
玄
仍
﹂
亡
き
後
、

里
村
北
家
を
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
第
二
類
の
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
に
見
ら
れ
る
﹁
玄
仍
﹂
は
、
里
村
紹
巴
の
長
男
で
、
里
村
北
家
の
祖
で
あ
る
。

里
村
北
家
は
、
昌
琢
の
南
家
と
と
も
に
、
幕
府
の
連
歌
師
、
宗
匠
家
と
し
て
、
柳
営
連
歌
の
第
一
の
連
衆
を
勤
め
て
い
く
家
系
で
あ
る
が
、﹁
玄

仍
﹂
の
享
年
は
諸
説
あ
り(８

)

、
定
か
で
は
な
い
。
最
も
長
い
﹁
三
十
七
﹂
歳
説
を
採
っ
た
と
し
て
も
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
の
生
ま
れ
と
な
り
、

天
正
六
年
︵
一
五
七
八
︶
で
は
、
八
歳
と
い
う
幼
年
で
、
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
連
歌
の
﹁
伝
書
﹂
の
性
質
と
し
て
、
基
本
に
南
北
朝
の
時

代
か
ら
代
々
の
連
歌
師
が
語
り
継
い
で
き
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
時
代
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
書
き
と
め
ら
れ
、
そ
の
時
代
の
連
歌
師
の
名

前
が
付
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
﹁
玄
仍
﹂
の
名
も
史
実
と
い
う
よ
り
も
﹁
玄
仍
﹂
が
里
村
北
家
の
祖
と
認
識
さ
れ
た
時
期
に
仮

託
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
里
村
北
家
の
初
代
﹁
玄
仍
﹂
の
名
は
、
書
名
の
﹁
肖
柏
﹂
と
と
も
に
、
こ
の
書
の
一
種
の
権
威
付
け
と
し
て
機
能
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し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、﹁
玄
仲
﹂
の
名
も
、
里
村
北
家
の
隆
盛
と
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
こ
に
﹁
玄
仍
﹂
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
、
こ
の
書
が
流
布
し
た
時
代
の
影
響
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
諸
本
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
諸
本
を
比
較
す
る
た
め
、
便
宜
的
に
項
目
に
番
号
を
付
し
た
。

項
目
は
原
則
と
し
て
﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
の
﹁
一
﹂
に
従
い
、
各
諸
本
で
同
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
項
目
の
立
て
方
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
き

は
、
一
部
私
意
に
よ
り
ま
と
め
、﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
の
項
目
に
沿
っ
て
、
私
に
数
え
て
い
る
。
系
統
ご
と
の
大
ま
か
な
配
列
を
記
し
た
も
の
が
︻
表

１
︼
で
あ
る
。
表
題
は
、﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
の
文
頭
に
従
い
、
大
き
な
異
同
の
あ
る
も
の
は
、
表
中
に
示
し
た
。
︵
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
の
方
が
項
目

数
が
多
い
た
め
、︻
表
１
︼
は
上
か
ら
﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂︵
以
下
、﹁
榻
本
﹂
と
表
記
す
る
︶
、﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
、
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
の
順
に
記
し

た
。︶
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︻
表
１
︼

﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
︵
ｂ
︶

﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
︵
以
下
、
﹁
榻
本
﹂
と
表
記
す
る
︶

﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
︵
ａ
︶

﹁
宗
養
本
﹂
系
統
︹
︵
Ａ
︶
、
︵
Ｂ
︶
と
も
︺

︵
１
︶
に
て
と
ま
る
句
の
上
に
置
く
文
字
の
こ
と

︵
１
︶

︵
１
︶

︵
２
︶
ぞ
、
か
、
よ
の
三
字

︵
２
︶

︵
２
︶

︵
３
︶
下
知
の
詞

︵
３
︶

︵
３
︶

︵
４
︶
現
在
の
﹁
し
﹂
︵
て
と
不
留
候
︶

︵
４
︶

︵
４
︶

︵
５
︶
過
去
の
﹁
し
﹂

︵
５
︶

︵
５
︶

︵
６
︶
現
在
の
﹁
し
﹂
︵
か
な
と
不
留
候
︶

︵
６
︶

︵
６
︶

︵
７
︶
二
五
、
三
四
の
句

︵
７
︶

︵
７
︶

︵
８
︶
見
ゆ
と
ま
り
の
事

︵
８
︶

︵
８
︶
見
ゆ
と
留
候
事

︵
９
︶
く
び
き
れ
連
歌

︵
９
︶

︵
９
︶

︵

︶
は
や
、
く
ち
あ
ひ
の
や

10

︵

︶
10

︵

︶
10

︵

︶
句
の
中
に
、
や
文
字

11

︵

︶
11

︵

︶
11
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︵

︶
歌
に
け
り
と
申
す
心

12

︵

︶
12

︵

︶
12

︵

︶
歌
に
き
や
と
申
す
詞

13

︵

︶
13

︵

︶
13

︵

︶
ぬ
と
く
び
に
置
て
は

14

︵

︶
14

︵

︶
14

︵

︶
発
句
切
字
十
八
之
事
︵
句
を
提
示
︶

15

︵

︶
15

︵

︶
15

︵

︶
同
︵
文
法
︶

16

︵

︶
16

︵

︶
16

︵

︶
大
ま
は
し
、
か
し
ら
ま
は
し

17

︵

︶
17

︵

︶
17

︵

︶
こ
そ
と
い
ひ
て
は

18

︵

︶
18

︵

︶
18

︵

︶
ぞ
と
い
ひ
て
は

19

︵

︶
19

︵

︶
19

︵

︶
な
に
、
い
づ
く
⋮
⋮

20

︵

︶
20

︵

︶
20

︵

︶
い
つ
の
て
の
事

21

︵

︶
い
つ
の
事

21

︵

︶
21

︵

︶
す
み
の
て
の
事

22

︵

︶
22

︵

︶
22

︵

︶
七
の
や
と
て

23

︵

︶
23

︵

︶
23

︵

︶
口
あ
ひ
の
や

24

︵

︶
24

︵

︶
24

︵

︶
切
や

25

︵

︶
25

︵

︶
25

︵

︶
中
や

26

︵

︶
26

︵

︶
26

︵

︶
捨
や

27

︵

︶
27

︵

︶
27

︵

︶
い
の
や

28

︵

︶
28

︵

︶
は
の
や

28

︵

︶
疑
や

29

︵

︶
29

︵

︶
29

︵

︶
す
み
の
や

30

︵

︶
30

︵

︶
30

︵

︶
此
外
⋮
⋮

31

︵

︶
31

︵

︶
31

︵

︶
こ
し
の
や

32

︵

︶
32

︵

︶
32

︵

︶
下
の
句
に
て
と
ゞ
む
る
事

33

︵

︶
33

︵

︶
33

︵

︶
か
け
て
に
は

34

︵

︶
う
け
て
に
は

34

︵

︶
34

︵

︶
き
せ
て
に
は

35

︵

︶
35

︵

︶
35

︵

︶
あ
た
り
て
に
は

36

︵

︶﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
が
あ
り
、﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂

36

は
ナ
シ

︵

︶﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
と
﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂
と
両

36

方
の
項
が
あ
る

︵

︶
ら
ん
と
め
の
事

37

︵

︶
37

︵

︶
37

︵

︶
一
字
は
ね
、
二
字
は
な
し
⋮
⋮

38

︵

︶
こ
の
項
、﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
で
は
一
項
目
だ
が
、
玄

38

仍
本
の
系
統
は
、
二
つ
の
項
目
に
な
っ
て
い
る
。

︵

︶
38

︵

︶
も
る
の
句
に
は

39

︵

︶
も
が
な
の
句
に
は

39

︵

︶
も
が
な
の
句
に
は

39
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︵

︶
つ
ゝ
ど
ま
り
の
句

40

︵

︶﹃
榻
本
﹄
で
は
、
一
項
目
だ
が
、
二
つ
の
項
目
に

40

な
っ
て
い
る
。

︵

︶﹃
榻
本
﹄
で
は
、
一
項
目
だ
が
、
二
つ
の
項
目
に

40

な
っ
て
い
る
。

︵

︶
41

︵

︶
む
か
ふ
も

41

︵

︶
41

︵

︶
42

︵

︶
か
さ
ね
、
又

42

︵

︶
42

︵

︶
43

︵

︶
地
又

43

︵

︶
43

︵

︶
44

︵

︶
成
け
り
、
勢
に
い
り
た
る
詞

44

︵

︶
44

︵

︶
45

︵

︶
こ
そ
て
に
は
れ

45

︵

︶
45

︵

︶
46

︵

︶
八
字
付
所
さ
へ

46

︵

︶
46

こ
の
あ
と
、
﹁
嫌
詞
﹂

☆
﹁
賦
﹂
を
中
心
に
諸
神
を
配
す
る
図

ナ
シ

続
い
て

◎
﹁
奥
書
﹂
と
な
る
。

︵

︶
発
句
に
か
な
と
と
め
て
も

47

︵

︶
47

︵

︶
覧
と
ま
り
の
発
句

48

︵

︶
48

︵

︶
釈
教
の
発
句

49

︵

︶
49

︵

︶
て
に
を
は
切

50

︵

︶
50

︵

︶
切
字
の
な
き
発
句

51

︵

︶
51

︵

︶
い
つ
、
な
に
⋮
⋮

52

︵

︶
52

︵

︶
大
ま
は
し
、
切
字
の
事

53

︵

︶
53

︵

︶
切
字
の
あ
た
る
事

54

︵

︶
54

︵

︶
始
メ
五
文
字
二
⋮
⋮

55

︵

︶
55

︵

︶
三
所
に
て
三
段
に
き
れ
た
る

56

︵

︶
56

◎
天
正
六
年
霜
月
下
旬

玄
仍

ナ
シ

︵

︶
脇
の
口
伝
の
事

57

︵

︶
57

︵

︶
卑
下
の
発
句

58

︵

︶
58

︵

︶
述
懐
の
発
句

59

︵

︶
59

︵

︶
挨
拶
の
発
句

60

︵

︶
60

︵

︶
古
事
本
説
等
の
発
句

61

︵

︶
61

︵

︶
第
三
は

62

︵

︶
62

◎
天
正
六
年
霜
月
下
旬

玄
仍

◎
天
正
六
年
霜
月
下
旬

玄
仍



ま
ず
、
全
体
を
概
観
す
る
と
、
系
統
ご
と
に
項
目
数
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。﹁
宗
養
本
﹂
系
統
は
、
初
め
の
︵
１
︶
か
ら
︵

︶
の
項
目
に
﹁
玄

46

仍
本
﹂
系
統
に
は
見
ら
れ
な
い
﹁
嫌
詞
﹂
を
付
し
、
そ
の
後
に
﹁
奥
書
﹂
と
な
る
。
︵﹁
榻
本
﹂
の
︵
１
︶
～
︵

︶
の
内
容
に
加
え
て
﹁
榻
本
﹂

46

に
な
い
一
項
目
＝﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂︵

︶
を
有
し
て
い
る
。﹁
榻
本
﹂
は
、︵

︶
の
箇
所
、﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂
の
み
で
あ
る
が
、﹁
宗
養
本
﹂

36

36

系
統
は
、﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
と
﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂
の
二
つ
の
項
目
を
有
し
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
四
十
七
項
目
に
な
る
が
、
番
号
は
﹁
榻

本
﹂
に
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、︵

︶
ま
で
と
な
る
。︶

46

こ
れ
に
対
し
て
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
は
、
番
号
︵
１
︶
～
︵

︶
の
項
目
か
ら
成
る
。︵

︶
の
項
で
は
、﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂
の
内
容
を
欠
き
、

62

36

﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
の
み
を
有
し
、
さ
ら
に
﹁
嫌
詞
﹂
を
欠
く
。
し
か
し
、︵

︶
か
ら
︵

︶
ま
で
、
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
よ
り
も
十
六
項
目
多

47

62

く
有
し
て
い
る
。

﹁
榻
本
﹂
は
﹁
嫌
詞
﹂
を
欠
き
、
全
六
十
二
項
で
、
基
本
的
に
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、︵

︶
の
項
で
﹁
玄
仍
本
﹂
系

36

で
欠
い
て
い
る
﹁
あ
た
り
て
に
は
﹂
を
有
し
、
逆
に
﹁
玄
仍
本
﹂
系
に
見
ら
れ
る
﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
を
欠
く
。
ま
た
、
系
統
の
境
界
と
な
る

︵

︶
項
と
︵

︶
項
の
間
に
、
白
抜
き
の
﹁
賦
﹂
と
い
う
文
字
を
中
心
に
そ
の
周
囲
に
諸
神
の
名
を
配
す
る
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る(９

)

。
こ
れ

46

47

は
、﹁
榻
本
﹂
の
み
に
見
ら
れ
る
図
で
あ
る
。
さ
ら
に
、︵

︶
項
と
︵

︶
項
の
間
と
、
巻
末
の
二
箇
所
に
﹁
天
正
六
年
霜
月
下
旬

玄
仍
﹂

56

57

の
記
載
が
あ
る
。﹁
榻
本
﹂
は
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
の
特
徴
を
有
し
な
が
ら
も
、
同
系
統
の
諸
本
と
は
異
な
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

四
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
諸
本
の
本
文
比
較
に
つ
い
て

続
い
て
諸
本
の
本
文
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
項
目
を
﹁
榻
本
﹂
を
中
心
に
数
え
て
い
る
こ
と
か
ら
﹁
榻
本
﹂
を
中
心
と
し
て
本
文
の

異
同
を
表
に
し
た
。
表
は
、
異
同
が
あ
る
場
合
の
み
記
し
、
濁
点
の
有
無
や
平
仮
名
、
漢
字
の
違
い
な
ど
表
記
上
の
違
い
は
敢
え
て
記
さ
ず
、

明
ら
か
な
異
同
の
み
を
記
し
て
い
る
。
諸
本
の
番
号
は
、
三
章
で
記
し
た
分
類
と
、
ま
た
、
項
目
番
号
は
、
三
章
の
︻
表
１
︼
に
合
わ
せ
て
い
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る
。
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
関
係
で
特
徴
が
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
三
例
を
提
示
し
て
考
察
す
る
。

ま
ず
は
、
冒
頭
の
箇
所
を
挙
げ
る(

)

。
10
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系
統

﹁
玄
仍
本
﹂︵
ｂ
︶

﹁
玄
仍
本
﹂︵
ａ
︶

﹁
宗
養
本
﹂︵
Ａ
︶

﹁
宗
養
本
﹂︵
Ｂ
︶

諸
本

⑧
﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂

⑤
富
山
図
書
館

蔵
・
志
田
文
庫

本

⑥
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
・
斑
山
文

庫
本

⑦
柿
衞
文
庫
本

①
広
島
大
学
文
学
部
国

文
科
研
究
室
蔵
本
︵
古

典
文
庫
に
よ
る
︶

②
林
田
良
平
氏
蔵

蝸
牛
廬
文
庫
本

③
明
治
大
学
付
属

図
書
館
蔵
毛
利
文
庫

本

④
妙
法
院
本

番
号

︵
１
︶

一
、
に
て
と
ま
る
句
の
上
に

を
く
文
字
の
事
。

を
、
ば
、
も
、
か
ら
ぬ
、
は

此
五
を
何
に
て
も
か
く
。

一
も
二
も
一
句
に
を
か
で
は

と
ゞ
ま
る
ま
じ
く
候
。

た
と
へ
ば
、

あ
ら
し
吹

花
を
夕
の
涙
に
て

月
を
見
ば

こ
ひ
し
か
る
べ
き
昔
に
て

深
草
も

け
ふ
た
つ
秋
の
嵐
に
て

と
留
る

と
ま
る

昔
に
て
↓
ま
て

︵﹁
に
﹂
の

誤

写
と
思
わ
れ

る
︶

と
留
る

留
る

と
留
る

﹁
か
で
﹂
↓
ナ

シ
︵﹁
を
□
□

は
﹂
と
二
字
分

空
欄
に
︶

留
る

と
と
ま
る

﹁
か
く
﹂
↓
替

﹁
秋
﹂
↓
ナ
シ

と
と
ま
る

﹁
文
字
﹂
↓
﹁
字
﹂

﹁
か
く
﹂
↓
替

と
と
ま
る

﹁
か
く
﹂
↓
候
へ

と
と
ま
る

﹁
か
く
﹂
↓
候
へ



︵
１
︶
は
、
例
句
の
数
が
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
で
四
句
、﹁
宗
養
本
﹂
系
統
は
五
句
と
系
統
ご
と
に
句
数
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

﹁
宗
養
本
﹂
系
統
で
は
、
一
句
多
く
、﹁
宗
養
本
﹂︵
Ａ
︶
で
は
、﹁
雲
の
ゐ
る
山
は
さ
な
が
ら
け
ぶ
り
に
て
﹂
と
﹁
雲
﹂
に
、︵
Ｂ
︶
で
は
、﹁
雪

の
ゐ
る
⋮
﹂
と
﹁
雪
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
異
同
は
、﹁
宗
養
本
﹂︵
Ａ
︶
で
は
﹁
か
く
﹂
の
箇
所
が
﹁
替
﹂
に
、︵
Ｂ
︶
で
は
﹁
候

へ
﹂
と
な
る
な
ど
、
系
統
ご
と
に
異
同
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
、
︵
８
︶﹁
見
ゆ
と
ま
り
﹂
の
項
目
を
挙
げ
る
。
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︵
８
︶

一
、
見
ゆ
と
ま
り
の
事
、

無
理
に
は
不
留
候
。

と
留
候
事

﹁
理
﹂
↓
﹁
現
﹂

と
留
候
事

﹁
理
﹂
↓
﹁
現
﹂

と
と
め
候
事

と
と
め
候
事

よ
く
く
分
別
有
べ
し
。

﹁
べ
し
﹂
↓
べ
く
候

﹁
べ
し
﹂
↓
へ
く
候

ふ
、
る
、
く
、
し
、
む
、
つ
、

ぶ
、
る
、
む
、
く
、
す
、

し
、
つ

ふ

る

む

く

す

し

つ

ふ

る

む

く

す

し

つ

ふ

る

む

く

す

し

つ

此
七
句
字
の
外

不
可
仕
之
候
。

た
と
へ
ば
下
句
に
、

﹁
句
﹂
↓
ナ
シ

﹁
仕
﹂
↓
有

仮
令

﹁
句
﹂
↓
ナ
シ

﹁
仕
﹂
↓
有

仮
令

﹁
句
﹂
↓
ナ
シ

﹁
仕
﹂
↓
在

﹁
句
﹂
↓
ナ
シ

﹁
仕
﹂
↓
在

①

あ
せ
た
る
水
に

鷺
の
と
ぶ
み
ゆ

池

池

池

池

②

く
る
ゝ
方
よ
り

雨
お
つ
る
見
ゆ

③

ち
り
ゆ
く
花
を

人
お
し
む
見
ゆ

お
し
か
ら
ぬ
う
き
身
の

行
衛
哀
に
て

＊

向
後

＊
﹁
雲
の
ゐ
る
山
は
さ

な
が
ら
け
ぶ
り
に
て
﹂

の
句
が
あ
る
。

＊
雲
の
ゐ
る
山
は
さ

な
か
ら
け
ふ
り
に
て

︵
﹁
①
広
島
大
学
本
﹂

に
同
じ
︶

＊
雪
の
ゐ
る
山
は
さ

な
か
ら
け
ふ
り
に
て

＊
雪
の
ゐ
る
山
は
さ

な
か
ら
け
ふ
り
に
て



︵
８
︶
は
、﹁
み
ゆ
﹂
の
上
に
く
る
動
詞
の
活
用
語
尾
を
例
句
と
と
も
に
提
示
し
て
い
る
項
目
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、﹁
と
ぶ
み
ゆ
﹂
の
﹁
ぶ
﹂、

﹁
お
つ
る
見
ゆ
﹂
の
﹁
る
﹂
と
い
う
よ
う
に
、﹁
み
ゆ
﹂
の
上
に
く
る
﹁
字
﹂
を
挙
げ
て
い
る
が
、
提
示
さ
れ
る
字
が
六
字
、
七
字
と
系
統
ご
と

に
異
な
る
。
七
字
を
提
示
す
る
﹁
宗
養
本
﹂
系
で
は
、﹁
玄
仍
本
﹂
系
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
﹁
す
﹂
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
⑤
の

句
で
は
、﹁
玄
仍
本
﹂
系
の
﹁
雲
さ
は
ぐ
み
ゆ
﹂
が
﹁
宗
養
本
﹂
系
で
は
﹁
雲
か
へ
す
み
ゆ
﹂
と
な
っ
て
お
り
、﹁
す
﹂
の
例
に
合
う
例
句
と
し
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④

舟
出
す
江
に

人
さ
は
ぐ
見
ゆ

⑤

さ
や
ま
お
ろ
し
の

雲
さ
は
ぐ
み
ゆ

か
へ
す

か
へ
す

か
へ
す

か
へ
す

⑥

袖
し
る
く

戸
を
あ
け
し
み
ゆ

袖
の
香

袖
の
香

袖
の
香

⑥
の
句
な
し

袖
く
ち

袖
く
ち

袖
く
ち

⑦

か
り
場
の
野
辺
に

矢
を
は
な
つ
み
ゆ

句
の
順
番
が

﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
異
な
る

①②⑥⑦③⑤④の
順

※
欄
外
に

﹁
付
札
に
て

岩
陰
伝
ひ
袖
の

行
み
ゆ

其
阿
﹂

と
あ
る
。

句
の
順
番
が

﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
異
な
る

①②⑥⑦③⑤④の
順

句
の
順
番
が

﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
異
な
る

①②⑥⑦③⑤④の
順

⑥
は
な
い
が
、
そ
の
他

の
順
は
﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
同
じ

①②③④⑤︵
⑥
︶

⑦の
順

句
の
順
、﹁
⑧
榻
鴫

暁
筆
本
﹂
と
同
じ

①②③④⑤⑥⑦の
順

句
の
順
、
﹁
⑧
榻
鴫

暁
筆
本
﹂
と
同
じ

①②③④⑤⑥⑦の
順

句
の
順
、
﹁
⑧
榻
鴫

暁
筆
本
﹂
と
同
じ

①②③④⑤⑥⑦の
順



て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
①
の
句
は
、
系
統
ご
と
に
﹁
水
﹂
と
﹁
池
﹂
と
の
異
同
が
、
ま
た
、
⑥
の
句
で
は
﹁
玄
仍
本
﹂
系
が
﹁
袖
の
香
﹂、
﹁
宗

養
本
﹂
系
が
﹁
袖
ぐ
ち
﹂
と
異
同
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
系
統
で
一
致
し
て
い
る
。︵
⑥
の
箇
所
は
、
﹁
榻
本
﹂
は
字
足
ら
ず
の
た
め
、
誤
写
か
、

も
し
く
は
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
記
さ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
の
系
統
に
近
い
か
は
判
断
で
き
な
い
。
︶さ
ら
に
、

例
句
を
挙
げ
る
順
番
も
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
と
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
で
は
異
な
る
。﹁
榻
本
﹂
は
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
で
あ
る
が
、﹁
宗
養
本
﹂
系
統
と

同
じ
順
序
で
例
句
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、︵

︶
の
項
目
を
見
て
い
く
。

36
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◎
﹃
榻
鴫

暁
筆
﹄
に

な
い
部
分

一
か
さ
ね

て
に
は

木
の
間
の

陰
に

泪
も
ろ
な
る

故
郷
は

と
共
に
冬
の

き
て

一

か
さ
ね

て
に
は

木
の
間
の

か
け
に

な
み
た

も
ろ
な
る

古
郷
は

時
雨
と
と
も
に

冬
の
来
て

一

か
さ
ね

て
に
は

木
の
間
の

か
け
に

な
み
た

も
ろ
な
る

古
郷
は

時
雨
と

と
も
に

冬
の
来
て

一
、
か
ね
て
に
は

木
葉
よ
り
け
に

泪
も
ぞ
ふ
る

古
郷
は

時
雨
と
と
も
に

冬
の
来
て

一

か
ね
て
に
は

例
句
、

二
つ
と
も

﹁
①
広
島
大
学
本
﹂

に
同
じ

一

か
さ
ね
て
に

は例
句
、
二
つ
と
も

﹁
①
広
島
大
学
本
﹂

に
同
じ

一

か
さ
ね
て
に
は

例
句
、
二
つ
と
も

﹁
①
広
島
大
学
本
﹂

に
同
じ

︵
３
６
︶

一
、
あ
た
り
て
に
は
。

又
吹
た
つ
は

浪
か
ぜ
の
お
と

松
か
げ
の

あ
な
た
の
里
の

夕
煙

こ
の
項
全
て

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

こ
の
項

全
て
ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

こ
の
項
あ
り

︵
例
句
も
、
二
つ
と
も

に
﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆
本
﹂

と
同
じ
︶

こ
の
項
あ
り

︵
例
句
も
、
二
つ
と

も
に
﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
同
じ
︶

こ
の
項
あ
り

︵
例
句
も
、
二
つ
と

も
に
﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
同
じ
︶

こ
の
項
あ
り

︵
例
句
も
、
二
つ
と

も
に
﹁
⑧
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
同
じ
︶



︵

︶
の
項
目
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
系
統
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
。﹁
榻
本
﹂
を
除
く
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
は
、﹁
か
さ
ね
て

36

に
は
﹂
の
み
で
あ
る
。﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
の
目
は
、
系
統
ご
と
に
例
句
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
﹁
玄
仍
本
﹂
系
と
、﹁
宗
養
本
﹂
系
で
は
、
一
句

目
の
例
句
で
、﹁
木
の
間
﹂
と
木
の
﹁
葉
﹂、﹁
も
ろ
な
る
﹂
と
﹁
も
ぞ
ふ
る
﹂
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。﹁
宗
養
本
﹂
系
統
は
、︵
Ａ
︶
と
︵
Ｂ
︶

で
﹁
か
ね
て
に
は
﹂
と
﹁
か
さ
ね
て
に
は
﹂
と
表
題
の
違
い
は
あ
る
が
、
例
句
は
︵
Ａ
︶、
︵
Ｂ
︶
と
も
に
同
じ
で
、
系
統
で
の
一
致
が
見
ら
れ

る
。﹁

あ
た
り
て
に
は
﹂
の
項
目
は
、﹁
榻
本
﹂
を
除
く
﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
で
は
欠
く
。
﹁
榻
本
﹂
は
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
と
異
同
も
な
く
一
致
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
は
、
同
系
統
で
は
、
異
同
が
少
な
く
、
系
統
ご
と
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
諸
本

を
奥
書
の
形
式
で
分
類
し
た
が
、
内
容
の
検
討
に
よ
っ
て
も
そ
の
分
類
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
伝
書
と
い
う
も
の
の
性
格
上
、
諸

本
に
違
い
が
生
じ
る
の
が
通
常
だ
が
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
は
、
共
通
の
奥
書
を
も
つ
諸
本
で
の
異
同
は
、
非
常
に
小
さ
い
と
い
え
る
。
項
目

の
区
切
り
方
で
も
︵︻
表
１
︼︵

︶︵

︶
参
照
︶、
同
系
統
の
諸
本
で
は
一
致
し
て
お
り
、
系
統
ご
と
に
確
固
と
し
た
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。

38
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こ
の
よ
う
な
中
で
﹁
榻
本
﹂
は
、
原
則
的
に
は
﹁
玄
仍
本
﹂
系
と
一
致
し
な
が
ら
、
﹁
宗
養
本
﹂
系
に
近
い
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
﹁
榻
本
﹂
の

基
と
な
る
﹁
玄
仍
本
﹂
と
﹁
宗
養
本
﹂
を
校
合
し
た
諸
本
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る(

)

。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
注
で
述
べ
て
お
く
。

11

五
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
引
か
れ
る
句
に
つ
い
て

こ
こ
で
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
引
か
れ
る
句
を
検
討
し
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
成
立
し
た
時
期
を
考
え
て
み
た
い
。
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜

書
﹄
に
引
か
れ
る
句
は
、﹃
一
紙
品
定
﹄、﹃
知
連
抄
﹄、﹃
連
歌
諸
躰
秘
伝
抄
﹄、﹃
連
歌
秘
袖
抄
﹄、﹃
雨
夜
記
﹄
等
の
伝
書
類
、﹃
菟
玖
波
集
﹄
、﹃
竹

林
抄
﹄
等
の
連
歌
撰
集
、﹃
壁
草
﹄、﹃
那
智
籠
﹄
等
の
句
集
、
さ
ら
に
千
句
や
百
韻
な
ど
幅
広
い
年
代
の
も
の
と
重
な
る
。
そ
の
中
で
時
代
の
下

限
の
も
の
に
注
目
す
る
と
、
宗
長
時
代
の
句
が
い
く
つ
か
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
典
拠
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
﹃
月
村
斎
千
句
﹄、
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﹃
住
吉
千
句
﹄、﹃
伊
勢
千
句
﹄、﹃
伊
庭
千
句
﹄、﹃
壁
草
﹄、﹃
那
智
籠
﹄、﹃
老
耳
﹄、﹁
永
正
十
二
年
十
一
月
十
一
日
の
百
韻
﹂
や
﹁
宗
牧
百
韻
﹂

︵
大
永
七
年
一
月
十
八
日
︶
と
重
な
る
句
が
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、﹃
伊
勢
千
句
﹄
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
、
宗
長
や
そ
の
周
り
の
宗
碩
、
聴
雪

ら
の
句
で
あ
る
。
永
正
か
ら
大
永
に
か
け
て
の
宗
長
の
句
が
多
く
、
宗
長
の
影
響
力
の
強
い
時
期
の
成
立
が
窺
わ
れ
る
。

六
、
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
や
﹃
宗
長
て
に
は
﹄
の
関
係
に
つ
い
て

最
後
に
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
や
﹃
宗
長
て
に
は
﹄
の
関
係
を
見
て
お
き
た
い
。
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
は
そ
の
書
名
か
ら
、

何
か
の
﹁
抜
書
本
﹂
と
も
想
定
で
き
る
。
そ
こ
で
、
肖
柏
の
伝
書
と
い
わ
れ
、
辞
書
等
で
も
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
の
関

係
を
確
認
し
た
い
。﹃
肖
柏
伝
書
﹄
は
﹃
連
歌
論
集
四(

)

﹄
所
収
の
﹁
龍
谷
大
学
本
﹂
と
比
較
す
る
。﹃
肖
柏
伝
書
﹄
は
、
前
半
と
後
半
の
二
部
分
に

12

分
か
れ
て
い
る
。
前
半
の
内
容
は
、
連
歌
全
般
に
つ
い
て
の
知
識
や
心
得
で
、
宗
祇
や
兼
載
の
句
を
挙
げ
て
い
る
。
後
半
の
内
容
は
、
い
わ
ゆ

る
﹁
て
に
を
は
の
事
﹂
に
つ
い
て
で
、
い
か
に
も
伝
書
ら
し
い
内
容
で
あ
る
。﹁
是
は
宗
祇
︵
公
︶
よ
り
連
々
承
侯
を
え
ら
び
侍
り
し
﹂
と
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
、
宗
祇
の
教
え
の
中
か
ら
、
特
に
重
要
な
も
の
を
選
ん
だ
も
の
と
し
て
、﹁
て
に
を
は
﹂
に
関
す
る
こ
と
が
十
四
項
挙
げ
て
あ
る
。

﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
類
似
が
認
め
ら
れ
る
の
は
こ
の
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半
部
分
の
み
で
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
全
体
の
六
十
二
項
目
︵
玄

仍
本
︶
の
中
で
、
こ
の
十
四
項
目
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
十
四
項
目
は
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
初
め
の
部
分
︵︵
１
︶
～
︵

︶
︶
に
該

14

当
す
る
が
、
同
じ
配
列
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
挙
げ
て
あ
る
例
句
の
異
な
り
や
本
文
の
異
同
も
大
き
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
が
系
統
ご
と
に
統
一
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
の
直
接
的
な
書
承

関
係
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
。﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
が
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半
十
四
項
を
核
と
し
て
、
配
列
を
変
え
、
さ
ら
に
増
補
し
て
い
っ

た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
の
直
接
的
な
書
承
関
係
と
い
う
よ
り
は
﹁
伝
書
﹂
と
い
う
大
き
な
一
群
の
枠
組
み
の
一

端
の
現
れ
が
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半
部
分
で
あ
り
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
伝
書
﹂
と
い
う
大
き
な
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一
群
の
現
れ
と
考
え
れ
ば
、
両
者
に
共
通
性
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
も
、
枠
組
み
は
共
通
す
る
が
、
配
列
や
、
本
文
、
引
か
れ

る
例
句
に
違
い
も
見
ら
れ
る
た
め
、
直
接
的
な
書
承
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
に
引
か
れ
る
句
に
は
、
宗
祇
と
兼
載
の
句
が
多
い
。﹃
肖
柏
伝
書
﹄
に
は
七
十
三
の
句
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

二
十
六
句
が
宗
祇
、
兼
載
に
纏
わ
る
も
の
で
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
一
致
し
な
い
前
半
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。
同
じ
句
が
複
数
の
句
集
や

連
歌
書
に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
主
な
物
を
挙
げ
る
と
﹃
心
敬
専
順
点
宗
祇
付
句
﹄
三
句
、﹃
萱
草
﹄
七
句
、
﹃
老
葉
﹄
十
句
、﹃
下
草
﹄

二
句
、﹃
兼
載
雑
談
﹄
二
句
、﹃
園
塵
﹄︵
全
巻
二
︶
九
句
と
、
宗
祇
、
兼
載
の
句
集
か
ら
引
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
﹃
老
葉
﹄
に
次

い
で
前
期
の
宗
祇
句
集
で
あ
る
﹃
萱
草
﹄
や
そ
の
基
と
な
っ
た
﹃
心
敬
専
順
点
宗
祇
付
句
﹄
か
ら
引
い
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
、
宗
祇
の
前

半
の
句
集
に
造
詣
の
深
い
、
宗
祇
に
近
し
い
人
々
が
編
纂
に
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
に
は
、
宗
長
の
句
は
見
あ
た

ら
な
い
。﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
後
半
部
分
で
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
内
容
と
関
わ
ら
な
い
箇
所
に
、
宗
長
の
句
が
引
か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
は
、
重
視
す
る
句
が
異
な
り
、
編
者
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
類
本
と
さ
れ
る
﹃
宗
長
て
に
は
﹄
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。﹃
宗
長
て
に
は
﹄
は
、﹁
京
都
大
学
文
学
部
国

語
国
文
学
研
究
室
蔵
本
﹂
を
用
い
て
比
較
し
た
。
先
に
挙
げ
た
﹃
連
歌
論
集
四
﹄
の
﹁
肖
柏
伝
書
﹂
の
解
説(

)

の
中
で
、
こ
の
﹃
宗
長
て
に
は
﹄
は
、

13

﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
諸
本
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
解
説
で
は
、
書
誌
の
説
明
の
後
、﹁
肖
柏
伝
書
の
後
半
の
﹁
て
に
を
は
﹂
に
関

す
る
項
が
独
立
し
て
流
布
し
た
も
の
﹂
と
し
て
、﹁
本
書
の
校
合
に
使
用
﹂
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹃
宗
長
て
に
は
﹄
を
確
認
す
る
と
、

合
綴
本
で
あ
り
、
後
半
は
、
表
題
も
記
さ
れ
な
い
ま
ま
﹃
七
人
付
句
判
詞
﹄
に
な
る
。
本
文
の
前
に
﹁
山
門
東
塔
南
谷

浄
教
坊

真
如
蔵

二

百
廿
八

善
﹂
と
あ
り
、
続
い
て
﹁
宗
長
て
に
は

宗
碩
﹂
と
記
す
。
比
較
す
る
と
、
本
文
に
細
か
な
異
同
は
あ
る
が
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半

十
四
項
と
配
列
、
内
容
と
も
に
一
致
し
、
全
て
の
句
が
重
な
る
。
ま
た
、
十
四
項
目
の
後
に
こ
れ
も
小
異
は
あ
る
が
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
同
様
の

奥
書
が
あ
る
。
但
し
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
末
尾
の
﹁
右
一
帖
、
従
二

宗
長
一

被
レ

出
候
以
レ

本
書
-二

写
之
一

。
︵
中
略
︶
⋮
⋮
又
、
口
伝
也
﹂
は
見
ら
れ

な
い
。
こ
こ
に
奥
書
の
記
載
が
あ
り
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
内
容
は
こ
こ
ま
で
で
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
に
さ
ら
に
典
拠
不
明
の
﹁
一
、
躰
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用
事
用
捨

﹂
以
下
、
十
四
項
が
続
く
。
前
の
内
容
と
の
つ
な
が
り
は
不
明
で
、
さ
ら
に
﹁
御
熊
野
﹂
と
し
て
、
和
歌
を
挙
げ
た
あ
と
、
表
題
も
な

い
ま
ま
、﹃
七
人
付
句
判
詞
﹄
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。﹃
七
人
付
句
判
詞
﹄
か
ら
は
、
筆
跡
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

奥
書
が
﹁
於
日
光
山
書
之
暫マ

マ

時

筆
者
不
動
坊
円
英

寛
永
十
五

五
月
廿
五
日

校
了
﹂
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
﹃
宗
長
て
に
は
﹄
は
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
後
半
の
十
四
項
と
、
配
列
、
奥
書
と
も
に
一
致
し
、
さ
ら
に
、
引
か
れ
る
句
も
一
致

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
書
名
は
異
な
る
が
、﹃
連
歌
論
集
﹄
の
解
説
の
通
り
、﹃
宗
長
て
に
は
﹄
は
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
諸
本
の
一
つ
と
し
て
﹃
肖

柏
伝
書
﹄＝﹃
宗
長
て
に
は
﹄
と
し
て
扱
う
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

七
、
ま
と
め

以
上
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
諸
本
を
奥
書
で
分
類
し
、
諸
本
間
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
系
統
の
も
の
で
は
、
本
文
の
異
同
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
系
統
ご
と
に
統
一
が
あ
る
こ
と
、
奥
書
で
の
分
類
が
内
容
の
検
討
か
ら
も
、
妥
当
な
分
類
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
そ
の
中
で
奥
書
に
も
特
徴
が
あ
っ
た
﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
は
、﹁
玄
仍
本
﹂
系
統
に
属
し
な
が
ら
も
﹁
宗
養
本
﹂
系
統
に
近
い
箇
所
が
あ
り
、
両

系
統
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
つ
一
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
引
い
て
い
る
書
と
の
関
係
か
ら
、﹁
榻
鴫
暁
筆

本
﹂
と
類
似
し
た
形
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
存
在
を
想
定
し
た
。﹁
榻
鴫
暁
筆
本
﹂
の
有
り
様
は
連
歌
伝
書
の
生
成
と
変
容
の
問
題
に
も
関

わ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
﹃
肖
柏
伝
書
﹄
の
関
係
、﹃
宗
長
て
に
は
﹄
の
関
係
を
考
察
し
、﹃
肖
柏
伝
書
﹄
と
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の

違
い
を
指
摘
し
た
。﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
引
か
れ
る
句
は
、
宗
長
の
句
が
多
く
、
そ
の
典
拠
は
﹃
住
吉
千
句
﹄
、﹃
伊
勢
千
句
﹄
、﹃
伊
庭
千
句
﹄

等
に
及
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
永
正
か
ら
大
永
に
か
け
て
の
宗
長
全
盛
期
の
句
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宗
長
の
影
響
力
が
強
い
時
期
、
宗
長
没
後
で
も

早
い
時
期
の
成
立
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
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注
︵
１
︶
本
稿
は
、﹁﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
に
引
用
さ
れ
た
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
つ
い
て
﹂
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
﹁
平
成
二
十
六
年
度

伝
承
文
学

研
究
会
大
会
﹂︵
於

青
山
学
院
大
学
︶
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
し
て
い
る
。﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
諸
本
と
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
に
、

滝
澤
み
か
氏
﹁﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
の
諸
本
に
関
す
る
一
考
察
﹂︵
古
典
遺
産

号

二
〇
一
五
・
三
月
︶
が
あ
る
。

64

︵
２
︶
木
藤
才
蔵
編
﹃
宗
養
連
歌
伝
書
集
﹄︵
古
典
文
庫
４
９
３
︶
Ｐ
４
１
７

︵
３
︶﹃
俳
文
学
大
辞
典
﹄︵
角
川
書
店
︶﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
項
︵
綿
拔
豊
昭
氏
︶

︵
４
︶﹃
俳
諧
大
辞
典
﹄︵
明
治
書
院
︶﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
の
項
︵
伊
地
知
鐵
男
氏
︶

︵
５
︶﹁
注
２
﹂
所
収
の
﹁
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹂
の
翻
刻
に
よ
る
。
こ
の
解
説
の
部
分
で
、﹁
明
治
大
学
図
書
館
付
属
図
書
館
蔵
毛
利
文
庫
本
﹂
の
奥
書
を
﹁
宗

長
判
﹂
と
す
る
が
、﹁
宗
養
判
﹂
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

︵
６
︶
⑤
、
⑥
本
は
、
宗
祇
︵
仮
託
と
さ
れ
て
い
る
︶
の
﹃
秘
伝
抄
﹄
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
⑥
⑦
本
は
、
と
も
に
内
題
に
﹁
夢
庵
之
御
事

肖

柏
口
伝
之
抜
書
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
⑦
﹁
柿
衞
文
庫
本
﹂
は
、
福
井
氏
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
奥
書
に
﹁
小
松
園
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
本
と
の
関
係

を
今
後
調
査
し
た
い
。

︵
７
︶
引
用
は
、
市
古
貞
次
校
注
﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄︵
中
世
の
文
学
・
三
弥
井
書
店
︶
に
よ
っ
た
が
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
収
録
す
る
﹁
国
会
図
書
館
本
﹂、

﹁
鈴
鹿
文
庫
本
﹂、﹁
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
本
﹂︵
以
上
、
二
十
三
巻
本
︶、﹁
神
宮
文
庫
本
﹂、﹁
京
都
大
学
本
＝
二
種
﹂︵
以
上
、
二
十
巻
本
︶

を
参
照
し
た
。

︵
８
︶
諸
説
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵
氏
﹃
連
歌
史
的
研
究
﹄︵
有
精
堂
・
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
︶、
小
高
敏
郎
氏
﹃
あ
る
連
歌
師
の
生
涯
﹄︵
至
文

堂
・
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
︶、
両
角
倉
一
﹃
連
歌
師
紹
巴
︱
伝
記
と
発
句
帳
﹄︵
新
典
社
・
平
成
十
四
年
十
月
︶
に
詳
し
い
。﹁
注
１
﹂
に
挙
げ
た
滝
澤

氏
の
論
文
で
も
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

︵
９
︶﹁
榻
本
﹂
の
図
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
図
は
﹁
賦
﹂
の
文
字
を
中
心
に
諸
神
を
配
し
て
い
る
。﹁
榻
本
﹂
以
外
の
﹃
抜
書
﹄
に
確
認
で
き
ず
、
管

見
に
入
っ
た
中
で
は
他
の
伝
書
等
に
も
見
ら
れ
な
い
。
但
し
、﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
諸
本
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
に
は
全
て
こ
の
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

図
は
中
心
に
﹁
賦
﹂
と
大
き
く
白
抜
き
で
示
し
、
そ
の
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う
に
﹁
八
幡
﹂、﹁
伊
勢
﹂、﹁
諸
神
﹂、﹁
日
月
﹂、﹁
諸
仏
﹂、﹁
祇
園
﹂、﹁
御
刀
﹂、
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﹁
稲
荷
﹂、﹁
御
太
刀
﹂、﹁
摩
利
支
天
﹂、﹁
春
日
﹂、﹁
賀
茂
﹂、﹁
人
丸
﹂、﹁
赤
人
﹂、﹁
天
神
﹂
を
配
し
て
い
る
。︵
向
き
の
異
な
り
は
あ
る
が
、﹁
傘
連
判
﹂

を
連
想
さ
せ
る
図
で
あ
る
。︶﹁
人
丸
﹂、﹁
赤
人
﹂、﹁
天
神
﹂
な
ど
、
歌
の
神
が
配
さ
れ
、
法
楽
・
奉
納
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、﹁
摩
利
支
天
﹂

と
﹁
御
刀
﹂、﹁
御
太
刀
﹂
に
注
目
す
る
。﹁
摩
利
支
天
﹂
は
、
経
典
類
や
説
話
で
も
多
数
確
認
で
き
る
。
多
く
は
、
帝
釈
天
と
阿
修
羅
の
戦
い
を
め
ぐ
る

摩
利
支
天
の
働
き
、
日
月
を
助
け
て
勝
利
に
導
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
力
、
隠
形
の
術
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。︵﹃
榻
鴫
暁
筆
﹄
に
も
阿
修
羅
と
の

戦
い
の
説
話
が
あ
る
︶。
ま
た
、
説
話
等
で
も
軍
神
と
し
て
、
護
身
の
神
と
し
て
、
隠
形
の
術
の
力
と
し
て
現
れ
て
い
る
。﹁
摩
利
支
天
﹂
と
﹁
太
刀
﹂、

﹁
八
幡
﹂
等
の
関
わ
り
は
、
奉
納
の
太
刀
の
銘
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
山
形
県
、
立
石
寺
所
有
の
﹁
太
刀

無
銘
伝
舞
草

鎌
倉
初
期
﹂︵
山
形
県
指
定

有
形
文
化
財
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
九
日
指
定
︶
に
は
刀
身
の
表
に
﹁
立
石
寺
山
王
御
太
刀

南
無
摩
利
支
天
﹂、
裏
に
﹁
南
無
八
幡
大
菩
薩
﹂
と
あ

る
。
ま
た
、
長
崎
県
大
村
市
に
は
、
奉
納
し
た
太
刀
を
摩
利
支
天
と
し
て
崇
め
て
い
た
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。︵
藤
野
保

著
﹃
大
村
郷
村
記
﹄
第
二
巻
・

国
書
刊
行
会
・
昭
和
五
十
七
年
に
よ
る
︶

ま
た
、
諸
神
の
配
し
方
は
、﹃
阿
娑
縛
抄
﹄
第
一
六
六
の
﹁
冥
道
供
﹂
に
あ
る
図
に
、
こ
こ
で
配
さ
れ
て
い
る
諸
神
が
入
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
﹁
榻

本
﹂
の
図
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
あ
る
が
、﹁
摩
利
支
天
﹂
の
性
格
か
ら
武
士
階
級
と
の
関
わ
り
も
窺
え
、
享
受
の
問
題
と
関
わ
る
と
い
え
よ
う
。

︵

︶
こ
の
系
統
ご
と
に
一
致
す
る
傾
向
は
、
全
体
に
現
れ
て
い
る
。

10
︵

︶﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
﹃
連
歌
て
に
を
は
口
伝
﹄
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。﹃
連
歌
て
に
を
は
の
口
伝
﹄
は
全
体
が
四

11
部
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
各
部
に
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
第
二
部
、
第
三
部
に
﹁
天
正
六
年
霜
月
下
旬

玄
仍
﹂
の
奥
書
が
あ
る
。

第
二
部
、
第
三
部
と
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
を
比
較
し
て
み
る
と
、
第
二
部
は
初
め
の
七
項
目
以
外
は
、﹃
抜
書
﹄
の
︵

︶
～
︵

︶
と
︵
但
し
︵

︶

47

56

49

と
︵

︶、︵

︶
の
内
容
は
見
ら
れ
な
い
︶、
本
文
に
細
か
な
異
同
は
あ
る
が
、
配
列
、
例
句
と
も
に
、
全
て
一
致
す
る
。
ま
た
、
第
二
部
は
こ
の
︵

︶

53

55

56

の
記
事
で
終
わ
り
、
奥
書
を
付
す
が
、
こ
れ
は
﹁
榻
本
﹂
の
一
回
目
の
奥
書
の
位
置
と
一
致
し
、
さ
ら
に
、
奥
書
も
、﹁
天
正
六
年
﹂
と
﹁
年
﹂
を
つ
け

る
こ
と
ま
で
﹁
榻
本
﹂
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、︵

︶
は
、﹁
榻
本
﹂
と
﹁
玄
仍
本
﹂
系
の
諸
本
と
で
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
だ
が
、
そ
れ

47

も
﹁
榻
本
﹂
と
一
致
し
て
い
る
。

第
三
部
は
、
抜
書
の
︵

︶
～
︵

︶
と
一
致
す
る
。︵

︶
の
箇
所
で
は
、
平
句
の
﹁
う
ち
な
び
く
か
げ
﹂
の
上
の
七
文
字
が
﹁
榻
本
﹂
で
は
抜
け

57

62

62

て
い
る
が
、
こ
の
抜
け
て
い
る
箇
所
ま
で
一
致
す
る
。
そ
し
て
︵

︶
の
内
容
の
後
、
奥
書
に
な
る
。

62

こ
の
よ
う
に
﹃
連
歌
て
に
を
は
口
伝
﹄
の
第
二
部
、
第
三
部
は
、
奥
書
の
位
置
が
﹁
榻
本
﹂
と
一
致
す
る
こ
と
、﹁
榻
本
﹂
と
﹁
玄
仍
本
﹂
系
で
異
同
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が
あ
る
箇
所
で
は
﹁
榻
本
﹂
に
近
い
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
、﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
と
し
て
現
存
し
て
い
る
も
の
で
は
﹁
榻
本
﹂
と
同
様
の
諸
本
は
な
い
が
、
﹁
榻
本
﹂
と
類
似
し
た

形
の
﹃
肖
柏
口
伝
之
抜
書
﹄
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
初
め
か
ら
︵

︶
ま
で
の
一
紙
が
あ
り
、
次
い
で
︵

︶
～
︵

︶
ま
で

46

47

56

の
一
紙
、
さ
ら
に
、︵

︶
か
ら
最
後
の
奥
書
ま
で
の
三
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。﹁
榻
本
﹂
は
、
こ
の
三
つ
の
も
の
を
写
書
し
た
か
、
そ

57

れ
が
す
で
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
書
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。﹁
伝
書
﹂
の
性
格
と
し
て
、
そ
の
書
の
基
本
的
な
型
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
内
容
を
増
減
さ
せ
、
配
列
や
例
句
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、﹁
榻
本
﹂
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
書
の
あ
り
方
を

示
す
例
と
い
え
よ
う
か
。

＊
﹃
連
歌
て
に
を
は
口
伝
﹄
は
、
永
津
陽
子
氏
﹁
翻
刻
﹃
連
歌
て
に
を
は
の
口
伝
﹄﹂︵﹃
国
文
目
白
﹄

・
昭
和
五
十
八
年
三
月
︶
に
よ
る
。

22

︵

︶﹃
連
歌
論
集
四
﹄︵
中
世
の
文
学
・
三
弥
井
書
店
︶

12
︵

︶
注
︵

︶
の
Ｐ

か
ら
の
解
説
に
よ
る
。

13

12

27

︵
本
学
非
常
勤
講
師
︶

─ 45 ─


